
＜評価の手法等＞

<巡視船>
・海洋権益の保全
・治安の確保
・海難救助・海上交通安全の
確保
・海上防災・海洋環境の保全

・海上保安統
計年報
・海上保安レ
ポート

海上保安
庁

船舶建造事業
<巡視船>

評価対象を整理した上で、右のような海上保安業務
需要ごとに、事業を実施した場合（with）、事業を実施
しなかった場合（without）それぞれについて業務需要
を満たす度合いを評価するとともに、事業により得ら
れる効果について評価する。

担当部局事業名 評価の方法 評価の視点等
評価を行う過
程において使
用した資料等
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便　益 費　用

・歴史的遺産が保存、継承される
価値

・建設費
・維持管理費

・計画への位置付け
・安全性の向上
・地域の活性化
・福祉社会への対応
・都市環境の改善

・国勢調査結果 都市局

※便益把握の方法

　ＣＶＭ（仮想的市場評価法）
アンケート等を用いて評価対象社会資本に対する支払意思額を住民等に尋ねることで、対象とする財などの価値を金額で評価する方法。

都市公園等事業
（ＣＶＭ）

事業名

評　価　項　目 評価を行う過程に
おいて使用した資
料等

担当部局費　用　便　益　分　析 費用便益分析以外の
主な評価項目


